
　2024年（令和6年）9月22日（日）、
23日（月・祝）、埼玉県大宮市の大宮
ソニックシティ、さいたまスーパー
アリーナ、パレスホテル大宮を会場
に、第57回日本薬剤師会学術大会が
「彩」をメーンテーマに開催されまし
た。今大会も昨年と同様、現地開催
とライブ配信を併用したハイブリッ
ド開催となりました。
　協励会はさいたまスーパーアリー
ナにて展示ブースを出展しました。
出展の目的は、会員以外の薬剤師の先
生方に協励会の活動をPRするとと
もに本会に興味をもっていただき、会
員の増加につなげることでした。
　今回のテーマは、「48薬効群も経営
の柱に!!～協励会は調剤・在宅・OTC
のスペシャリスト集団～」です。会場で
は協励会の組織についてや入会のメ
リットを記載したボードを設置し、
48薬効群商品の陳列、『KYOREI』や
『エルエル』誌を並べ、昨年と同様に
動画で選定品の紹介もしました。
　周りには在宅医療のサポートシス
テムのブース、レセコンの展示ブー

スなど魅力的なブースが多く、展示
会開始直後は苦戦を強いられました
が、「48薬効群の薬の販売は順調で
すか」とお声がけするとたくさんの
薬剤師の先生が協励会ブースの前で
足を止め、興味を示されました。
　アンケートに答えていただきなが
ら話を伺っていると、多くの方が「と
りあえず近くのドラッグストアから
1個買って置いてあるだけ」「どこだ
と全部仕入れられるのか」「置いた後
の販売方法が分からない」とおっし
ゃっていました。それを受けて、当
会ですべてのものがそろえられるこ
と、商品の研修会、具体的な販売方法
などをお話しし、協励会入会のメリ
ットをアピールしました。
　今回は、関東甲信越合同支部がポ
スター発表を行っていたので、そち
らから先生を誘導していただけたの
で、とても助かりました。
　開催中には佐野智会長をはじめ多く
の協励会員の先生にブースにお立ち寄
りいただき、「仲間を増やすようがんば
ってください」と激励の言葉をいただ

きました。直接は面識がない会員の先
生でも選定品の話や共通の知り合いの
先生の話で盛り上がるところは、さす
が協励会だと感じました。
　今年は昨年の反省を踏まえ、組織
室長の小西弘晃常任理事、総務室長
の八田三紀先生、広報委員、埼玉支部
より坂本知史支部長、池田友紀先生、
黒石庸子先生、日邦薬品工業（株）よ
り若林茂所長、宮崎洋輔係長、協励会
事務局の総勢11名でブースを盛り
上げ、会員増加に寄与していただき
ました。
　来年は京都での開催となります。
今大会を踏まえ、すでに改善点や反
省点も出ており、来年の展示に向け
ての期待が高まります。日本薬剤師
会学術大会に参加されたことがない
先生も、京都観光のついでに会場を
訪れるのはいかがでしょうか。
　最後に多くの協励会員にお立ち寄
りいただき、この場をお借りしてお
礼申しあげます。ありがとうござい
ました。

第57回日本薬剤師会学術大会（埼玉）

展示レポート
広報委員　瀬水　眞人

48薬効群は
協励会を
知ってもらうチャンス

協励会、日邦薬品工業についてPR

展示に携わった役員、埼玉支部会員、広報委員、
日邦薬品工業（株）社員

展示ブース展示、ポスター発表が行われた会場。
オレンジ色のジャンパーが目立つ
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　「今度の日薬学術大会、大宮開催なん
だってさ……」。合同支部の役員会前
に茨城支部の根田滋先生からの「至上
命令」。コロナの影響もあり第50回、
第51回から間が空いてしまいました
が、「関東甲信越合同支部から」として
の参加は今回で3回目になります。
　私一人では荷が重いので実行委員
会の立ち上げをお願いして、委員長に
神奈川支部の市川浩先生、市川先生が
連れてきてくださった強力な助っ人
の渡辺美穂先生、開催地埼玉支部の田
邉浩一郎先生、坂本知史先生、内藤資
成先生、池田友紀先生、研修委員長の
山本幸夫先生、新旧青年委員長の伊藤
達紀先生、藤井竜也先生、第50回、第
51回で一緒に参加してくださった根
田先生と広報委員長の私でポスター発
表をすることになりました。
　2月中旬にZoomで実行委員会を
開催し、過去と同様に会員増加につな
がるようなポスター発表をすること
になり、合同支部会員に2024年（令
和6年）4月15日（月）～24日（水）
の期間でGoogleフォームを使って
アンケートをお願いしました。
　その結果254名の先生からご回答
いただき、それをグラフ化してポスタ

ーを作成しました（いかにも「私が
…」みたいな顔で写真が掲載されてい
ますが、市川先生監修、渡辺先生作成
のキレイなポスターをバックに筆者
の写真を撮ってもらっただけです…
汗）。
　ポスターのテーマは「OTC販売を
経営の柱にしている薬局の取り組
み」。大会会場で協励会員以外の先生
と話すまで実感が湧かなかったので
すが、地域支援体制加算目的で48薬
効群をそろえた「だけ」「けど（全然売
れない）」の調剤薬局経営・勤務の先
生からすると非常に興味深いテーマ
だったようです。
　過去2回の参加に比べて足を運ん
でくださる先生が格段に多く、また説
明をしっかり聴いていただけたよう
に思えました。
　田邉先生が地元薬剤師会でお手伝
いをしており、そのつてで協励会、日
邦薬品工業（株）の本部出展ブースか
ら10数メートルくらいの場所にポス
ター掲示ができたので、興味を持って
くださった先生方をどんどん誘導で
きました。
　実行委員会として市川先生、渡辺先
生、田邉先生、池田先生、藤岡の5名が

参加し、交代制で発表時間外でもポス
ター付近で待機して、見に来てくださ
った先生に声掛けをしましたが、合計
100名以上には声掛けできたのでは
ないかと思います。その内どれだけ
本部出展ブースに誘導できたのか、会
員増加につながるかは分かりません
が、中には「（OTCを販売できそうな）
希望が持てました」「本部ブースに行
ってみます!」と言っていただけた先
生もいたので、少しはお役に立てたか
なと思います。
　今回大宮（埼玉）でポスター発表を
やってみて、地元の田邉先生、近隣の
市川先生、渡辺先生の所に「薬剤師会
つながり」の先生が多く見学・応援に
来てくださったので、やはり地元（近
隣）の（合同）支部での開催のほうが
反応が良いと思います。このような
行動の継続も会員増加に大切です。
来年は京都、再来年は新潟（筆者の地
元…汗）。ぜひ次につなげていっても
らいたいです。
　最後に、次回の全国大会会場の片隅
にポスターを展示してもらえるよう
にお願いしましたので、展示してもら
えた際にはぜひご覧ください。

第57回日本薬剤師会学術大会（埼玉）

ポスター発表レポート
関東甲信越合同支部広報委員長　藤岡　弘

継続参加が
会員増加につながる

ポスターの内容を示説する	 左から発表に携わった埼玉・池田友紀先生、新潟・藤岡弘先生、
神奈川・市川浩先生、神奈川・渡辺美穂先生、埼玉・田邉浩一郎先生
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